
γ 

モ

附
御
坊
以
後
と
し
、
紫
翠
院
南
絡
記
に
は
近
松
時
代

の
時
か
ら
の
徒
指
と
す
る
が
、
後
読
が
正
し
か
ら

う
。
文
明
七
年
建
山
甲
南
青
附
御
坊
再
建
用
材
務
総
の
鰐

越
前
大
野
に
赴
き
、
経
景
と
同
碁
の
事
に
つ
き
衝
突

し
、
お
に
蓮
如
が
士
同
一
附
を
去
る
の
悶
を
な
し
た
の

で
、
後
勘
誌
に
路
せ
ら
れ
て
加
誌
の
磁
穏
に
肢
を
術

へ
、
次
い
で
越
前
に
隠
れ
、
庇
搾
を
宥
さ
れ
ん
こ
と

を
前
う
た
が
目
的
を
謹
せ
ず
、
続
か
に
蓮
如
示
寂
の

前
に
主
っ
て
こ
れ
に
識
す
る
を
得
た
と
い
」
o

J
へ

イ
ジ
ヤ
ノ
ゴ
シ
ヨ
源
子
屋
の
御
盤
。

シ
モ
デ
ア
ヒ
下
出
合

能
楽
部
出
合
の
内
の
小

字
。
出
合
は
二
山
と
清
水
と
を
併
ぜ
た
明
治
以
後
の

務
で
あ
る
。

坂
出
加
を
官
L
、
加
到
の
政
務
を
品
川
ね
、
八
月
出
ん

一
は
宿
老
の
京
阪
し
た
穏
健
な
る
政
策
を
探
ら
ず
、
総

で
制
度
木
目
峠
に
部
隊
を
配
置
し
て
之
を
守
備
せ

L
一
に
凶
内
の
動
乱
を
生
ぜ
し
め
た
る
を
以
て
、
本
願
寺

め
た
が
、
三
年
総
間
信
長
の
来
攻
す
る
に
及
び
活
定

一
の
話
回
以
を
焚
け
た
も
の
L
如
〈
‘
加
到
記
に
は
額
一
芳

し
て
殺
寄
せ
ら
れ
た
。
信
長
公
記
に
は
こ
れ
を
八
且

一
『
不
義
有
に
依
て
御
拡
家
を
放
る
。
』
と
い
ひ
、
反
政

十
…
ハ
日
の
僚
に
係
け
、
創
出
は
下
問
和
泉
と
共
に
山

一
辺
お
に
も
同
一
町
弘
味
の
記
事
が
あ
る
。
し
か
も
頼
努

林
に
隠
れ
居
た
る
を
、
明
代
孫
三
郎
日
出
俗
が
設
見

L
一
一
は
流
拠
し
つ

hm嶋
中
飛
削
酬
を
試
み
よ
う
と
し
て
ゐ

て
株
数
し
、
そ
の
白
川
酬
を
加
し
て
信
長
に
降
っ
た

一
た
も
の
L

如
く
、
天
文
日
記
天
文
六
年
五
且
九
日
の

が
、
信
長
は
之
を
許
さ
ず
、
遂
に
向
駿
河
に
命
じ
て

一
僚
に
は
、
木
版
寺
よ
り
、
駅
禿
及
び
組
問
闘
が
加
賀
に

円
以
他
を
試
せ
し
め
た
と
い
ひ
、
ま
た
総
見
犯
に
は
、

一
入
ら
う
と
す
る
形
跡
あ
る
を
以
て
、
京
ら
ば
自
寄
せ

戦
後
十
且
中
旬
制
限
が
、
府
中
附
近
な
る
下
山
町
村
の

一
し
む
べ
き
』」
と
を
命
じ
て
ゐ
る
。

辻
設
に
乞
巧
と
な
っ
て
隠
れ
山
た
の
を
、
専
修
寺
振

一

シ
モ
ツ
マ
ヨ
リ
ヒ
ロ
下
問
頼
奪

丹
後
玄
英
の

な
る
県
円
都
名
寺
の
門
徒
が
波
見
し
て
殺
し
た
と
し

一
玄
孫
で
、
玄
英
・七
男
肌
宗
回
目
子
制
勝
・長
子
組
問
芯
・

て
ゐ
る
。

一
良
子
組
涼
と
制
約
ぐ
。
蛍
名
変
獄
。
鹿
島
郡
熊
木
村

シ
モ
ツ
マ
ヨ
リ
ト
キ
下
問
頼
言
本
剛
寺
の
家

一
定
林
寺
の
弟
子
と
な
っ
て
、
元
城
崎
食
と
脱

L
、
途

隠
o
玄
叩
茶
話
係
で
、
玄
英
・八
回
完
宗
・
二
閉
山
側
次
・

一
に
か
の
寺
で
出
家
し
た
。

田氏
子
凱
言
と
約
く
。
辺
都
源
五
、
公
告
中
務
一小
一。

天

一

シ
モ
ツ
マ
ヨ
リ
モ
リ
下
関
顎
盛

本
願
寺
の
家

H
二
十
三
年
八
且
十
日
法
市
松
如
自
生
す
る
を

U
て

一
臣
o
泊
椛
民
郎
少
削
父
は
附
中
。
丹
後
法
以
剛
山
支
の

川
家
L
、
弘
治
二
年
四
月
九
日
加
到
に
捜
し
た
。

一
ご
子
0

目
下
称
二
年
比
筑
前
駅
努
と
共
に
金
持
御
坊
を

シ
モ
ツ
マ
ヨ
リ
ノ
プ
下
間
報
宣

本
願
寺
の
家

一
段
す
る
伐
に

F
凶
し
た
。

問
。
照
悦
の
U
H
子
。
辺
都
政
六
・
上
総

o
m家
し
て

一

シ
モ
ツ
マ
ヨ
リ
ヤ
ス
下
問
頼
度

本
師
寺
の
家

法
名
を
問
阜
市
と
い
う
た
o
v
p職
四
年
十

一
月
十
八
日

一
臣
o

m
慌
の
第
二
子
で
、
組
宣
の
弟
。
活
様
相
似
六
。

能
尖
捕
に
於
い
て
松
岡
寺
の
池
山
田
鈴
玄
が
生
点
し
た

一
平
欣
凶
年
十
一
月
イ
八
日
能
楽
部
で
松
附
寺
の
諮
問
出

同
M
ハに
自
殺
し
た
。

一
衆
支
が
生
出
L
た
時
、
共
に
自
殺
し
た
。

シ
モ
ツ
マ
ヨ
リ
ヒ
デ
下
問
頼
秀

泡
椛
筑
前
。

↑

シ
モ
ツ
マ
ヨ
リ
ヨ
シ
下
問
親
善

本
願
寺
山
家

丹
後
法
服
飾
玄
の
公
子
で
、
本
阪
寺
の
家
事
で
あ
っ

一
一
院
。
品
川
後
玄
一
世
の
焔
到
。
都
八
又
は
筑
前
と

m
L、

た
。
日
子
称
二
年
副
知
民
部
少
輔
ハ又
は
的
中
〉
州
制
肢
と
共

一
一
法
的
に
任
じ
、
出
家
l
て
法
名
を
町
民
政
と
い
う
た
。

に
金
制
作
御
拐
を
院
す
る
伐
に
下
凶
し
た
が
、
武
力
を

一
良川干
の
切
命
を
栄
け
て
加
引
に
下
。
、
全
部
御
坊
に

-mひ
て
宗
勢
を
政
ら
う
と
欲
L
、
凶
中
の
宿
老
等
の

一
於
い
て
附
務
を
執
っ
た
。

反
抗
に
辿
ひ
、
多
年
に
亙
る
大
小
一
授
の
母
闘
を
お

一

起
し
た
。
後
天
文
元
年
八
且
山
科
の
本
願
ヰ
す
が
六
角

一

定
制
の
簡
に
徹
底
せ
ら
れ
る
や
、
相
努
は
之
守
山

一

き
、
法
主
語
如
の
跡
を
組
、
っ
て
白
凶
器
に
去
っ
た
。
机

一

秀
が
附
後
の
終
艇
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
思
ふ
に
彼

一

下
時
国

臥
京
梢
雨
時
闘
の
内

シ
モ
ト
キ
ナ
-
一

の
小
字
。

シ
モ
ト
リ
ゴ
エ
下
鳥
越

珠
洲
部
直
郷
に
臨
す

る
部
前
。
明
治
八
年
十
月
堂
γ
谷
・法
伎
寺
と
併
せ
て

春
日
野
と
改
稿
し
た
。

シ
モ
ナ
カ
下
中

河
北
部
訓
上
庄
の
中
(
邸
前

名
〉
を
、
明
治
中
に
来
っ
て
下
中
と
ぽ
躍
し
た
。

シ
モ
ナ
リ
下
成

石
川
郡
成
の
内
の
小
字。

シ
モ
=
ギ
ヨ
ウ
下
仁
行

邸
主
総
仁
行
の

門
の

ト
hf

。
シ
モ
ノ

古川。

下
野

能
美
郡
山
上
郷
に
凪
す
る
郎

シ
モ
ノ
ウ
ツ
リ

霜
野
宇
都
田
昌
二
加
。

金
搾
の

倒
人
間
半
む
γ

松
菊
編
。
京
一
蜘
屋
太
兵
衛
絞
。
芭
即
日
翁

百
年
忌
の
遁
一制
集
で
、
主
と
し
て
加
能
人
の
波
句
・

附
合
を
集
め
た
も
の
。
京
都
に
厨
た
闘
史
の
序
と
、

寛
政
五
突
11
冬
十
周
隠
士
北
村
随
一
耐
の
訟
が
あ
る
。

シ
モ
ノ
ゴ
ウ
下
ノ
江

能
楽
郡
板
梅
郷
に
臨
す

る
部
首
問
。

シ
モ
ノ
ヒ
カ
り

シ
モ
ツ
マ
レ
ン
ス
ウ
下
問
窪
田毘

一

に
述
宗
に

作
る
。
越
前
部
水
の
人
。
尤
も
述
如
の
信
任
を
得
、

訟
に
本
願
寺
話
宿
の
家
名
た
る
下
問
氏
を
聴
す
る
を

許
さ
れ
、
泊
都
を
安
撃
と
い
う
た
。
一
池
袋
が
諸
如
に

近
づ
い
た
こ
と
に
就
い
て
は
、
加
盟
仰
上
人
縁
起
に
苦

霜
の
ひ
か
り

二
加
。
楽
部
の

三
八
二

制
人
支
考
編
。
元
政
十
六
年
一
肌
封
筒
犀
庄
兵
衛
疲
。

上
容
は
抽
出
化
の
終
務
犯
と
、
金
持
・
小
松
・
大
噌
寺
・

前
到
の
諸
士
の
埠
料
辿
句
を
赦
せ
、
下
容
は
越
中
及

び
諸
地
方
の
泡
悼
句
を
録
し
て
あ
る
。

シ
モ
ノ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
下
野
間
神
社

河
北
地
の

式
内
枇
o
延
菩
式
制
名
艇
に
は
Y

モ
ノ
ノ
マ
と
訓
ん

で
ゐ
る
。
式
内
等
笛
枇
杷
に
、『
F
野
凶
御
枇
。
式
内

一
座
。
小
坂
庄
乙
丸
村
銀
座
。
祭
榊
草
野
組
終
命
。

今
総
-
一
春
日
明-訓叩
』
と
い
ひ
、
副
記
に
、
『
刑
事
武
夫
川
町

天
平
四
年
銀
座
。
所
祭
天
山
山
大
制
。
刷
出
向
春
日
。
浅

野
跡
宅
厚
見
氏
衆
待
。
』
と
記
す
る
。

シ
モ
ハ
セ
ザ
キ
下
長
谷
崎

臥
十
年制
胤
磁
の
部

古川
西
方
に
在
る
仰
。

シ
モ
パ
ヤ

シ

下

林

石
川
制
林
郷
に
邸
す
る
部

前
。
下
林
の
名
は
夙
〈
三
宅
古
記
に
見
止
、
文
下
林

郷
と
も
記
さ
れ
て
居
る
。

シ
モ
フ
テ
ダ

下一
一時
国

自
制
梢
凶
作
叫
に
幽
す
る

部
話
。シモ

7
9
7
ス

下

稿
増
石
川
市
中
村
郷
に
凶

す
る
部
古
川
。

シ
モ
フ
ヂ
ノ
セ
下
藤
ノ
瀬

臥一
』
士
郎
際
，
鍛
の
内

の
小
{寸。

シ
モ
フ
ジ
マ
h
F

下
蕗
又

河
町
出
井
上
庄
に
鴎

す
る
部
前
。

シ
モ
フ
ル
コ
ウ
下
古
府

川巧

ァ

出
品
川
古
山
山

の
内
の
小
字
。

シ
モ
マ
キ
下
牧

能
楽
川
似
津
郷
に
凶
す
る
部

首問。シ
モ
マ
チ
ノ
ゴ
ウ
下
町
野
郷

臥
奈
川
に
邸
L
、

滞
政
時
代
で
は
、
大
川
・時
同
・
蚊
戸
・寺
地
・
脆
証
・

川
西
・

間
山・
金
μM
・
稲
戸
・製
版
・
鈴
鹿
・
牛
，
施
・
長

久
・佐
野
・寺
山
・
綿
谷
・
伏
戸
・
大
即
日
・究
開
の
す
九
今

村
が
あ
っ
た
。

ぷa


